













































































































Let’s make a story of the moon!
C ４ 異文化理解
Let’s have an experience of Japanese footwear culture!
D ５ 図画工作科
Let’s design Olympic emblems of Greenville!
E ５ 異文化理解
Let’s write messages to Japanese school children
F ６ 異文化理解
Let’s think about original local “ekiben”
G ６ 国際平和教育








































































































































































































ングや，内容言語統合学習（Content Language Integrated Learning 通称 CLIL）の方向を先
取りしたものと言えよう。
 今後，本プログラムが既存の教科の枠組みや教科観を残しながらも，新たな教材や教育
プログラムの開発に果敢に取り組むためのステップになることを期待したい。
 最後に，このプログラムを支えてくださった多くの同僚と友人達に深く感謝したい。ま
ずは，アメリカ合衆国ノースカロライナ州での受け入れ側であるイーストカロライナ大学
サンドラ・ウォーレン先生には７月の広島大学でのフォーラム及びワークショップ参加，
そして９月の実地研究の受け入れと，それに伴う現地教員とのパイプ役として，まさに滅
私的なご協力をいただいた。広島大学との交流にかける熱い思いとご尽力がなければ，10
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年間の歩みは途切れていたことであろう。また，彼女の呼びかけに快く応じて，南部州の
ホスピタリティで私たちの訪問と交流を歓迎してくださったグリーンビルとローリーの学
校の先生方そして生徒達にもお礼を申し上げたい。このような交流の礎になったのは，か
つて広島大学教育学部に留学され，その後，イーストカロライナ大学に赴任以降，ずっと
教育を通した日米交流にかかわり続け，太平洋を教育という橋でつなごうとして志半ばで
倒れた故ドン・スペンス博士の願いであった。広島大学 GPSCは小原友行教授をはじめ各
メンバーとスペンス氏との小さなフレンドシップから始まり，10年を経て太いパートナー
シップに成長した。今後は，このプログラムを体験した若き教育者たちが，日本さらには
世界各地で教育のリーダーシップをとることができる人材として活躍されることを願って
やまない。
（深澤清治＊・小原友行・朝倉 淳・松浦武人・松宮奈賀子）
Ⅴ おわりに～「体験型海外教育実地研究」の教育的効果～
これまで 10 回にわたる「体験型海外教育実地研究」の実施を通して実感すること
ができた教育的効果は，大きく次の３点にまとめることができよう。
第１は，参加大学院生のカリキュラム・学習材・学習活動の開発力が向上すること
である。英語力への不安から，実際の授業を行うに当たっては，言葉でごまかせない
という状況に追い込まれることになる。その結果として，日本での教育実習では見ら
れない学習材開発や学習活動の工夫が求められることになり，大学院生は懸命に考え
ることになる。そのことは，結果として指導力の向上につながると考えられる。
第２は，非言語によるコミュニケーション力の向上である。わずか 40～50 分の授
業であっても，多文化な世界に中では意図的に自分自身のテンションを上げることが
求められる。また，何とかして自分の思いを伝えたい，相手の思いを理解したいとい
う気持ちになる。その結果として，自分自身の言葉に頼らないコミュニケーション力
を高めようとするモチベーションが生まれることになる。
そして第３は，自己変容にも共通してみられるように，「グローバルマインド」（平
和を希求する精神）を確実に意識するようになることである。現地の小・中学校の授
業の中で，同じ教員を目指す大学院生や日本語に関心を持つ大学院生とのコミュニケ
ーションの中で，さらには「グローバルマインド」を備えた中学生の発言に接する中
で，自身のそれを振り返るようになる。現地での「体験型海外教育実地研究」は，わ
ずか 10日間であるが，それは自己変容の 10日間でもある。
（小原友行＊・深澤清治・朝倉 淳・松浦武人・松宮奈賀子）
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